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■

令
和
元
年
七
月
二
十
七
日（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
開
演

■

東
京
証
券
会
館
ホ
ー
ル
（
地
下
鉄
東
西
線・茅
場
町
）

☎（
三
六
六
七
）九
二
一
〇

若
樹

第
八
回

　
　
　
　
ご
　
挨
　
拶

　
本
日
は
、
第
八
回
若
樹
「
糸
の
会
」
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

小
唄
連
盟
の
年
間
事
業
の
中
、
次
代
へ
の
若
手
育
成
の
た
め
の
小
唄
「
若
樹
会
」
も
順
調
に
定
着
し

て
参
り
ま
し
た
事
は
偏
に
ご
支
援
下
さ
る
皆
様
の
お
陰
と
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
同
時
に
小
唄
界
の
今
後
を
考
え
ま
す
と
早
い
時
期
か
ら
の
糸
方
の
育
成
が
必
須
の
課
題
と
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
各
派
代
表
者
協
議
の
結
果
こ
の
度
の
糸
方
育
成
を
目
的
と
し
た
、
第
八
回

若
樹
「
糸
の
会
」
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
糸
方
は
唄
方
と
比
べ
ま
す
と
習
得
に
時
間
を
要
し
ま
す
が
、
三
味
線
に
興
味
の

あ
る
若
い
皆
様
が
こ
の
演
奏
会
を
一
つ
の
目
標
と
し
、
更
に
興
味
を
持
た
れ
精
進
さ
れ
ま
す
事
は
小

唄
界
の
将
来
に
は
何
よ
り
の
事
と
存
じ
ま
す
。
ご
多
用
の
中
で
の
お
時
間
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
最
後
ま
で
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
七
月
吉
日

公
益
社
団
法
人会

　
長日
本
小
唄
連
盟

春
竹
利
昭

http://www.kouta-renmei.org

第 25 回慈善演奏会「ゆかた会」
令和元年 8月 24 日（土）
東京証券会館ホール

第 35 回
小唄と三味線のワークショップ

令和元年 10 月 6 日（日）
花園神社　社務所２階
14時～ 16時

第 64 回日本小唄連盟大演奏会
令和元年 11 月 2 日（土）
国立小劇場

ー 演奏会のお知らせ ー
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